
都道府県名：岡山県 市町村名：津山市 

１．活動名 

里山ふれあい創造事業 

２．取組の背景、目的 

市民が、下草狩り、除伐などの里山再生作業や、炭焼き、自然観察会などを

体験できる機会を提供し、森林資源と環境への関心を高め、山林（里山）の保

全を促す。 

３．実施主体 

ボランティアグループ「木こりの会」・津山市 

４．取組の概要 

津山市久米川南地内の市有林内で月 4回程度実施。参加費用は無料。 

活動は平成 14 年度からスタートし、退職者を中心に会員登録数は現在約 15

名程度で、年間約 3ha程度を整備している。 

活動参加者数はのべ人数で平成 20年度実績 330人。 

活動内容は、里山の再生作業を行いながら多目的作業小屋・炭焼き釜などを

現地に建設し、除伐などにより発生した木材を有効活用した炭焼き・炭焼きの

原理を学習する簡易炭焼き体験・きのこ菌の植菌体験などの学習会を年数回開

催している。 

整備作業はボランティアグループが行い、傷害保険・原材料・消耗品などの

費用を市が負担している。 

５．支援事業 

「おかやま森づくり県民基金事業」の補助事業を活用している。 

６．取組等についての成果や課題 

数十年来放置状態の里山林に陽が差し込み、最近では見かけなくなっていた

ラン科の山野草やトンボなどの昆虫が戻ってきたという環境へのプラスの効果

もみられた。 

事業着手して数年が経過し、ボランティアスタッフの高齢化の進行などによ

り再生作業を人力で施行できる限界を迎えつつある。 

今後の事業継続には、作業道の整備・木材搬出に使用する機械類などが必要

不可欠となってくる為、人的・資金的不足が課題である。 



  

整備後（除間伐後）の風景 

 

里山再生作業の過程で発生した原木を

利用して、きのこ菌の植菌体験会を実施

しているところ。 

 

空缶を利用して、炭焼き体験会を実施し

ているところ。 

 


